
 
 
 
 
 

榊原構成員提出資料 

資料８ 



                              2016/02/26 
第 1 回地域働き方改革支援チームへの意見 

 
 

（１）「働き方」問題のステージ 
若年世代においては 「できるだけ改善しよう」の段階は終わっている 
   →滅私奉公型を美徳とする世代との利害対立が深刻化 

→鬱、離脱、告発、不祥事、人生選択の歪み 
 
高度成長期型ワークスタイルの“弊害”について認識共有が急務 

→周産期トラブルの増加（不妊、切迫早産、帝王切開、低体重児、 
産後うつ） 

→保育コストの増大（長時間・休日・夜間・宿泊の保育ニーズ） 
   →産後クライシス（パートナーシップの危機） 

 
 

（２）高度成長期型ワークスタイルとは何か 
   〈滅私奉公＋企業福祉＋家族福祉〉の３点セットで成り立った労働慣行 
    ・滅私奉公精神＝長時間労働、サービス残業、異動転勤、男性型慣行 

・日本型福祉＝幼老ケアは社会福祉でなく、企業福祉と家族福祉で 
・家族福祉＝男女役割分担により主婦がケア＆家事を無償で担当 

      ↓ 
３点セットは崩れたが、滅私奉公の美徳意識が中高年に残っている 
労働慣行を維持するなら、企業福祉と家族福祉を社会（地域）福祉で 
代替すべき 
※20-40 歳代の人生設計・家族運営は成り立たず、地域も衰退  

 
 

（３）若年世代のリアルに着目した取り組みを、国も地方も 
   ・若年（特に若年女性）の希望と現実のギャップを把握――調査と分析 
   ・意思決定機関への若年（特に若年女性）の参画確保がカギ 
      ※職場、行政、議会、地域組織などで女性参画の指標とコンサル 

テーションを提供 
 
 
               読売新聞東京本社 榊原智子 
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　 民 間 団 体 の 「 日 本 創 生 会 議 」 が 昨 年 、 地 方 自 治 体 の 半

数 が 、 消 滅 す る 恐 れ が あ る と い う 予 測 を 公 表 し て 全 国 に

衝 撃 を 広 げ た 。 そ の 際 、 同 会 議 が ８ ９ ６ 自 治 体 に 対 し て

消 滅 の 可 能 性 を 指 摘 し た 根 拠 は 、 こ れ ら の 自 治 体 で は 、

今 後 30 年 間 で 出 産 年 齢 に あ た る 20 ～ 39 歳 の 女 性 の 半 減 が

予 想 さ れ る と い う 人 口 試 算 の 結 果 だ っ た 。

　 人 口 の 国 内 移 動 に 関 す る デ ー タ に は 、 総 務 省 統 計 局 が

５ 年 ご と に 行 う 国 勢 調 査 や 住 民 基 本 台 帳 人 口 移 動 報 告 が

あ る 。 ま た 、 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 で も 、 １ ９

７ ６ 年 か ら ほ ぼ ５ 年 ご と に 人 口 移 動 調 査 を 実 施 し て お り 、

出 生 地 や 中 学 校 卒 業 時 、 最 終 の 学 校 の 卒 業 時 や 最 初 の 結

婚 、 就 職 と い っ た ラ イ フ イ ベ ン ト ご と の 居 住 地 を 詳 細 に

尋 ね て い る 。 こ れ ら 政 府 統 計 の デ ー タ を 通 し て 、 女 性 の

移 動 に 関 し て 浮 か び 上 が る 傾 向 を 以 下 に い く つ か 指 摘 し

た い と 思 う 。

女 性 の 都 市 へ の 集 中 は ２ ０ ０ ０ 年 以 降

　 若 い 女 性 が 地 方 か ら 都 市 へ 移 動 す る 現 象 は 、 い つ 頃 か

ら 起 き て い た の だ ろ う か 。

　 図 １ は 、 国 勢 調 査 を 基 に 作 成 し た 人 口 性 比 、 つ ま り 男

女 の 人 口 比 の 推 移 で あ る 。 こ こ で は １ ０ ０ 人 の 女 性 に 対

し て 何 人 の 男 性 が い る の か を 示 し た 数 値 を 「 性 比 」 と 定

義 し て い る 。 女 性 １ ０ ０ 人 に 対 し て 男 性 の 数 の 方 が 上 回

っ て い る な ら １ ０ ０ 以 上 の 数 値 を 示 し 、 逆 に 男 性 の 数 の

方 が 下 回 る な ら １ ０ ０ 未 満 の 数 値 と な る 。 濃 い 線 は 「 全

年 齢 」 で の 人 口 性 比 を 表 し て お り 、 薄 い 線 は 「 20 ～ 39

歳 」 の 若 い 人 口 の 性 比 を 表 し て い る 。

　 20 ～ 39 歳 は 移 動 が 増 え る 年 齢 で あ り 、 移 動 の 影 響 が 顕

著 に 表 れ る の が こ の 年 齢 層 だ 。 実 線 で 示 し た の が 東 京 23

区 と 政 令 指 定 都 市 と を 合 わ せ て 「 都 市 部 」 と 定 義 し た 地

域 の 性 比 で 、 点 線 は 「 全 国 」 の 性 比 だ 。 つ ま り 、 濃 い 点

線 は 全 国 の 全 年 齢 の 性 比 を 示 し て い る 。

　 こ の デ ー タ か ら ま ず わ か る の は 、 全 国 の 全 年 齢 の 性 比

は １ ９ ５ ０ 年 か ら ２ ０ １ ０ 年 ま で ほ ぼ 一 定 で あ っ た こ と

と 、 ２ ０ ０ ０ 年 以 降 に 少 し ず つ 下 が っ て い る と い う こ と

だ 。 高 齢 に な る と 平 均 寿 命 の 短 い 男 性 の ほ う が 早 く 亡 く

地 方 消 滅 の カ ギ を 握 る 
女 性 と 移 動

「 若 年 女 性 の 都 市 集 中 」 の 分 析

林 玲 子

は や し ・ れ い こ

国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題

研 究 所 国 際 関 係 部 長

林 玲 子 氏

は や し ・ れ い こ

東 京 大 医 ・ 工 卒 。 同 大 大 学 院 、 パ リ 大 学 大 学 院 、 政 策 研 究 大

学 院 大 学 修 了 。 修 士 （ 保 健 学 ） 。 博 士 （ 政 策 研 究 ） 。 セ ネ ガ ル

保 健 省 大 臣 官 房 技 術 顧 問 、 東 京 大 学 Ｇ Ｃ Ｏ Ｅ 特 任 講 師 な ど を

経 て ２ ０ １ ２ 年 よ り 現 職 。 保 健 と 人 口 、 都 市 化 と 人 口 移 動 に

関 す る 研 究 に 従 事 。 主 な 著 作 に 「 人 口 移 動 の 国 際 比 較 ― 日

本 の 移 動 指 標 を 用 い た モ デ ル 人 口 移 動 性 向 構 築 の 試 み 」 （ ２

０ １ ４ ） な ど 。 ▪
図
１
　
都
市
部
と
全
国
の
人
口
性
比
の
推
移

19
50

19
60

19
70

19
80

19
90

20
00

20
10

12
0

11
0

10
0 90 80

全
国
　全
年
齢
　
　
　
　
　
都
市
部
　全
年
齢

全
国
　2
0～
39
歳
　
　
　
　
都
市
部
　2
0～
39
歳

（
年
）

性　 比

- 2-



読
売
ク
オ
ー
タ
リ
ー
　
2
0
1
6
　
冬
号
　
●
　
72

73
　
●
　
地
方
消
滅
の
カ
ギ
を
握
る
女
性
と
移
動
―
「
若
年
女
性
の
都
市
集
中
」
の
分
析

な る た め 、 高 齢 化 が 進 む に つ れ て 性 比 が 徐 々 に 下 が り 、

女 性 の 比 率 が 高 ま る 。 近 年 の 性 比 が 低 下 し て い る の は 、

そ の 影 響 が 出 て い る た め と 考 え ら れ る 。

　 薄 い 点 線 は 全 国 の 20 ～ 39 歳 の 若 年 世 代 の 性 比 を 示 し て

い る 。 こ れ を 見 る と １ ９ ５ ０ 年 の 時 点 で は 90 に 低 下 し 、

非 常 に 男 性 が 少 な か っ た こ と が わ か る 。 こ れ は 、 第 ２ 次

世 界 大 戦 で ２ ０ ０ 万 人 と も 言 わ れ る 多 く の 兵 士 が 亡 く な

り 、 若 い 男 性 が 減 少 し て い た こ と を 表 し て い る 。

　 そ の 後 、 若 年 世 代 の 性 比 は 上 昇 し 、 １ ９ ７ ０ 年 頃 に は

ほ ぼ １ ０ ０ に 回 復 し 、 男 女 の 人 口 比 が ほ ぼ 均 等 に な っ た 。

戦 争 が 若 い 男 女 の 人 口 性 比 に 与 え た 影 響 は １ ９ ７ ０ 年 代

頃 に は 終 息 し て い た こ と が わ か る 。

　 一 方 、 薄 い 実 線 が 示 す 都 市 部 の 若 年 世 代 の 性 比 を 見 る

と 、 １ ９ ６ ０ 年 代 か ら 70 年 代 に か け て 急 上 昇 し て お り 、

都 市 部 へ 若 い 男 性 が ど っ と 流 入 し て い た こ と が わ か る 。

１ ９ ７ ０ 年 代 に は 性 比 が １ １ ０ を 超 え 、 都 市 で 若 い 男 性

が 非 常 に 多 く な っ て い た 。 と こ ろ が こ の 後 、 都 市 の 若 年

世 代 の 性 比 は 徐 々 に 低 下 を 続 け 、 ２ ０ ０ ０ 年 以 降 全 国 の

若 年 世 代 の 性 比 を 都 市 部 の そ れ が 下 回 っ た 。 こ れ は 、 若

い 女 性 が 地 方 か ら 転 出 し て 都 市 に 集 ま る と い う 「 若 年 女

性 の 都 市 集 中 」 の 現 象 が 、 昔 か ら の も の で は な く 、 ２ ０

０ ０ 年 以 降 に 顕 著 に な っ た こ と を 示 し て い る 。

都 市 へ 移 る と 動 か な い 女 性 た ち

　 図 ２ は 、 住 民 基 本 台 帳 人 口 移 動 報 告 か ら 作 成 し た グ ラ

フ で 、 住 民 票 の 移 動 届 か ら 、 都 市 部 へ 流 入 し た 人 と 流 出

し た 人 の 数 の 差 を 表 し て い る 。 ゼ ロ よ り 数 値 が 上 が る と

都 市 に 入 っ た 人 の 方 が 多 く 、 ゼ ロ よ り 下 が る と 都 市 か ら

出 て い っ た 人 の 方 が 多 い こ と を 示 す 。 こ こ で も 「 都 市

部 」 は 、 全 国 の 政 令 指 定 都 市 と 東 京 の 特 別 区 と 定 義 し て

い る 。

　 こ の グ ラ フ か ら わ か る の は 、 １ ９ ５ ０ ～ 60 年 代 に は 都

市 部 で は 転 出 者 よ り 転 入 者 が 上 回 り 、 多 く の 人 が 都 市 に

入 っ て き て い た と い う こ と 、 ま た そ の 後 、 １ ９ ７ ０ 年 の

前 後 20 年 ほ ど 、 都 市 部 か ら の 人 口 流 出 が 続 い て い た と い

う こ と で あ る 。 日 本 列 島 改 造 論 な ど 地 方 に 産 業 を 分 散 化

さ せ る 政 策 が 一 定 の 効 力 を 持 っ て い た こ と や 、 石 油 危 機

が 起 き た こ と な ど に よ り 、 都 市 へ の 人 口 集 中 に 歯 止 め が

か か っ て い た と 考 え ら れ る 。

　 そ の 後 、 小 規 模 な が ら 、 都 市 部 に 人 口 が 入 っ て い た 時

期 と 出 て い た 時 期 が 80 ～ 90 年 代 に 交 互 に 見 ら れ 、 ２ ０ ０

０ 年 を 過 ぎ る と 再 び 都 市 部 へ の 転 入 超 過 が 始 ま っ て い る 。

こ れ が ま さ に 今 、 強 い 関 心 を 集 め る と と も に 問 題 視 さ れ

て い る 都 市 へ の 人 口 集 中 だ 。

　 こ の グ ラ フ の ◆ は 女 性 の 転 入 ・ 転 出 を 示 し 、 ■ は 男 性

の 転 入 ・ 転 出 を 示 し て い る 。 ２ ０ ０ ０ 年 以 前 を み る と 、

女 性 は 男 性 よ り も 転 入 ・ 転 出 超 過 の 度 合 い が 少 な く 、 男

性 の 方 が よ り 動 い て い る こ と が 推 察 さ れ る が 、 ２ ０ ０ ０

年 以 降 は 女 性 の 転 入 超 過 数 の ほ う が 男 性 よ り も 多 く な っ

て い る 。 つ ま り 、 ２ ０ ０ ０ 年 以 降 は 、 女 性 の 方 が 都 市 部

に 多 く 転 入 し て き て い る 、 と い え る 。

　 こ の 様 子 を さ ら に 図 ３ で み て み よ う 。 図 ２ は 転 入 者 か

ら 転 出 者 を 差 し 引 い た 転 入 超 過 数 で あ る が 、 こ の 図 は 転

出 者 と 転 入 者 を そ れ ぞ れ 別 々 に み た も の で あ る 。 転 入 者

と 転 出 者 の ど ち ら が 多 い か を 示 し て お り 、 ◆ が 女 性 、 ■

が 男 性 だ 。 こ の 図 を み る と 、 全 期 間 を 通 し て 男 性 の 方 が

女 性 よ り 多 く 移 動 し て い る こ と が わ か る 。 都 市 部 へ の 転

入 者 も 男 性 の 方 が 女 性 よ り 多 く 、 転 出 者 の 数 も 男 性 の 方

が 女 性 よ り 多 い 。

　 た だ 、 転 入 と 転 出 の 差 を 男 女 別 に み る と 、 特 に ２ ０ ０

０ 年 以 降 、 男 性 よ り 女 性 の 方 が 大 き く な っ て き て い る 。

こ の 差 が 大 き い こ と が 前 の 図 で 見 た 女 性 の 都 市 部 へ の 転

入 超 過 が 大 き か っ た こ と の 理 由 で あ る 。 つ ま り 、 男 性 は▪
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女 性 よ り も よ り 多 く 都 市 に 転 入 し 、 よ り 多 く 都 市 か ら 出

て 行 く が 、 女 性 は 入 っ て か ら 出 て 行 か な い 、 と い う こ と

に な る 。 女 性 の 方 が 全 体 的 に 移 動 は 少 な い も の の 、 い っ

た ん 移 動 し て 都 市 に 転 入 す る と な か な か 出 て い か な い 傾

向 が あ る ― と い う こ と だ 。

　 全 国 の 各 都 市 に は ど う い っ た 特 徴 が あ る の だ ろ う か 。

都 市 別 の 若 者 の 性 比 を 見 る と 、 東 日 本 で は 、 特 に 東 京 圏

の 都 市 や 名 古 屋 な ど で は 、 若 い 年 齢 層 で 男 性 の 方 が 多 く

な っ て い る 。

　 他 方 、 京 都 以 西 の 西 日 本 の 都 市 で は 、 若 い 年 齢 層 で は

女 性 の 方 が 多 い 。 ま た 、 東 日 本 の な か で も 、 札 幌 、 仙 台 、

新 潟 な ど の 都 市 で は 女 性 の 方 が 男 性 よ り 若 干 多 い 。

　 こ う し た 地 域 差 を ど う 考 え る べ き か に つ い て は 、 い ろ

い ろ な 指 摘 が さ れ て お り 、 文 化 的 背 景 も 含 め て も う 少 し

検 討 が 必 要 だ ろ う 。

大 卒 女 性 の 半 数　 故 郷 に 戻 ら ず

　 若 い 女 性 が 都 市 部 に 増 え て い る の は な ぜ か 。 よ く 聞 か

れ る 指 摘 の 一 つ は 、 女 性 が 高 学 歴 化 し て 大 学 や 専 門 学 校

な ど が 多 い 都 市 部 に 転 入 し 、 そ の ま ま も ど ら な く な っ て

い る と い う も の だ 。 大 学 と 短 大 を 合 わ せ た 女 性 の 進 学 率

は 戦 後 順 調 に 上 昇 し 、 １ ９ ９ ０ 年 代 に は 男 性 の 進 学 率 よ

り も 高 く な る ほ ど で あ っ た 。 今 で は 再 び 男 性 の 方 が 若 干

高 く な っ て い る が 、 大 学 の み の 進 学 率 を み る と 近 年 と り

わ け 女 性 だ け 右 肩 上 が り に 上 が っ て お り 、 大 学 進 学 率 の

男 女 差 は 縮 小 し て き て い る 。 そ の た め に 女 性 の 移 動 が 増

え て い る と い う の で あ る 。

　 ２ ０ １ １ 年 に 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 が 実 施 し

た 第 ７ 回 人 口 移 動 調 査 の 結 果 を み る と 、 大 卒 女 性 の 47 ・

４ ％ が 出 生 県 と は 違 う 県 に 居 住 し て い る こ と が わ か る 。

大 卒 女 性 の ほ ぼ 半 数 が 生 ま れ た 地 域 か ら 流 出 し て い る こ

と を 意 味 す る 。 こ の 割 合 は 、 男 性 よ り も 女 性 の 方 が 高 い 。

　 こ れ に 対 し 、 高 卒 の 女 性 で 出 生 地 と 異 な る 都 道 府 県 に

住 ん で い る 人 は 27 ％ に 過 ぎ ず 、 73 ％ の 高 卒 女 性 は 生 ま れ

た 都 道 府 県 に と ど ま っ て 居 住 し て い た 。 居 住 地 の 選 択 に

学 歴 が 大 き く か か わ っ て い る こ と が こ こ か ら は う か が え

る が 、 こ れ は つ ま り 、 大 卒 の 女 性 が 増 え れ ば 出 生 地 を 離

れ る 女 性 が 増 え る と い う こ と を 示 し て い る 。

　 こ の 人 口 移 動 調 査 で は 、 移 動 し た 理 由 も 尋 ね て い る 。

そ れ を 年 齢 別 に 見 る と 、 15 ～ 24 歳 の 女 性 で は 、 ２ ０ ０ ６

年 と ２ ０ １ １ 年 と で 明 ら か な 違 い が あ っ た 。 ２ ０ ０ ６ 年

に 移 動 し た 女 性 で は 、 ５ 人 に １ 人 が 「 入 学 ・ 進 学 」 を 理

由 に 移 動 し て い た が 、 ２ ０ １ １ 年 に な る と 33 ％ 、 つ ま り

３ 人 に １ 人 が 「 入 学 ・ 進 学 」 の た め に 移 動 し て い た 。

　 居 住 し た 期 間 が ５ 年 間 未 満 で 短 い 人 を 移 動 し た 人 と 定

義 し て お り 、 か つ て は 若 い 女 性 の 移 動 の 理 由 は 結 婚 な ど

の 理 由 が 多 か っ た が 、 晩 婚 化 と 高 学 歴 化 が 進 ん だ 近 年 は 、

「 入 学 ・ 進 学 」 で 学 業 の た め に 移 動 す る 若 い 女 性 が 増 え

て い る と い え る 。

　 地 方 の 人 口 減 少 対 策 の 柱 の 一 つ と し て 注 目 さ れ て い る

Ｕ タ ー ン に は 、 女 性 な ら で は の 傾 向 は あ る の だ ろ う か 。

こ こ で は 、 出 生 県 か ら 転 出 し 、 再 び 出 生 県 に 戻 っ た 人 を

Ｕ タ ー ン と 定 義 す る 。

　 第 ７ 回 人 口 移 動 調 査 に よ る と 、 男 性 で Ｕ タ ー ン が 多 く

起 き て お り 、 女 性 は 圧 倒 的 に 少 な い こ と が わ か る 。 世 代

別 に 過 去 の デ ー タ や 調 査 を さ か の ぼ っ て 見 て み る と 、 Ｕ

タ ー ン で 故 郷 に 戻 っ た 人 の 割 合 は 、 男 性 で は 年 齢 の 若 い

層 と 高 齢 の 層 で 徐 々 に 増 え て い る 。 こ れ に 対 し て 、 一 定

し た 傾 向 で は な い も の の 、 女 性 も 高 年 齢 層 で Ｕ タ ー ン 率

は 徐 々 に 高 ま っ て い る が 、 若 い 世 代 で は 男 性 よ り は る か

に 少 な い の が 特 徴 だ 。

　 Ｕ タ ー ン と い う と 、 引 退 後 の 高 齢 期 に 故 郷 に 戻 る イ メ

ー ジ で 捉 え ら れ が ち だ が 、 専 門 学 校 や 大 学 を 卒 業 し た 直
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後 に 地 元 に 戻 り 就 職 す る こ と や 、 学 校 を 終 え て 結 婚 す る

際 に 地 元 に 戻 る 動 き も 少 な く な い 。 若 い 時 期 の Ｕ タ ー ン

の 動 向 に も よ り 関 心 を 払 い 、 若 年 女 性 の Ｕ タ ー ン の 流 れ

を 促 し た い の な ら 、 ど う い う 施 策 を 講 じ る べ き か を 検 討

す る こ と は 、 今 後 重 要 に な る の で は な い か 。 「 大 学 の た

め 都 会 に 行 っ た 人 も 、 就 職 は 田 舎 に 戻 っ て き ま せ ん か 」

な ど と Ｕ タ ー ン 就 職 を 支 援 す る こ と は 、 人 口 減 少 に 悩 む

自 治 体 に と っ て 有 効 な 対 策 に な る と 考 え ら れ る 。

　 そ れ で は 、 都 市 部 に 移 り 住 む 若 い 女 性 の 増 加 は 、 子 ど

も の 出 生 に ど の よ う な 影 響 を 及 ぼ し て い る の だ ろ う か 。

地 域 別 の 出 生 率 の デ ー タ を 見 る と 、 大 都 市 圏 に 比 べ て 非

大 都 市 圏 の 方 で 出 生 率 が 高 い こ と は す で に 明 ら か に な っ

て い る 。 で は 、 こ の 出 生 率 の 差 は 、 移 住 に よ り 生 じ て い

る の か 、 大 都 市 圏 の 生 活 環 境 が 子 育 て に 不 適 合 な こ と に

よ り 生 じ て い る の だ ろ う か 。

　 同 じ く 人 口 移 動 調 査 に よ る と 、 非 大 都 市 圏 で 生 ま れ て

大 都 市 圏 に 移 動 し た 女 性 が 初 婚 後 に 出 産 し た 子 ど も 数 の

平 均 を 見 る と 、 大 都 市 圏 に 生 ま れ て 大 都 市 圏 に 住 み 続 け

て い る 女 性 と 比 べ て 子 ど も 数 が 少 な い 。 つ ま り 大 都 市 に

住 む 女 性 の 間 で も 、 非 大 都 市 圏 出 身 者 は 大 都 市 圏 出 身 者

よ り 出 生 率 が 低 い 。 こ れ は 、 都 市 部 の 生 活 環 境 の 問 題 に

加 え 、 育 児 を サ ポ ー ト し て く れ る 親 が 近 く に い な い と い

っ た 要 因 が 影 響 し 、 出 生 率 を 下 げ て い る と 考 え ら れ る の

で は な い か 。

問 わ れ る 「 女 性 の 活 躍 」 と 「 男 女 共 同 参 画 」

　 で は 、 な ぜ 若 い 女 性 は 、 地 方 か ら 都 市 部 に 移 動 し 、 そ

の 後 も 都 市 部 に と ど ま る の だ ろ う か 。

　 女 性 の 活 躍 度 を 示 す 指 数 と さ れ る 「 ジ ェ ン ダ ー 指 数 」

を 、 佐 賀 県 が 都 道 府 県 別 に ま と め て い る 。 こ の デ ー タ は 、

女 性 の 活 躍 度 を 、 県 議 会 議 員 や 市 区 町 村 議 員 の 女 性 割 合 、

行 政 管 理 職 、 専 門 技 術 職 の 女 性 割 合 、 さ ら に 所 得 の 男 女

格 差 な ど か ら 計 算 し た も の だ 。 １ 人 当 た り の 県 民 所 得 の

デ ー タ と 重 ね 合 わ せ て み る と 、 図 ４ の よ う に は っ き り と

し た 相 関 が 見 ら れ る 。 つ ま り 、 女 性 の 活 躍 度 が 高 い 都 道

府 県 ほ ど １ 人 当 た り の 県 民 所 得 が 高 い と い う こ と で あ る 。

　 さ ら に 、 女 性 の 転 入 超 過 の 数 と 、 女 性 の 活 躍 度 を 重 ね

合 わ せ る と 、 や は り 正 の 相 関 が 見 ら れ る 。 因 果 関 係 は 明

ら か で は な い が 、 女 性 が 活 躍 し て い る 都 道 府 県 に は 女 性

が 集 ま っ て き て い る 、 と い う こ と で あ る 。 県 民 所 得 、 転

入 超 過 数 い ず れ の グ ラ フ も 、 東 京 は 突 出 し て い る が 、 東

京 を 除 い た 道 府 県 で も 、 有 意 な 相 関 が あ る こ と を 確 認 で

き る 。

　 市 区 町 村 議 員 の う ち 女 性 が ゼ ロ と い う 自 治 体 が 、 全 国

に か な り あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。 東 京 に 移 動 し て き

て 就 労 し て い る 女 性 た ち に 「 田 舎 に 戻 ろ う と 考 え る こ と

が あ る か 」 と 尋 ね る と 、 「 と ん で も な い 」 と 答 え る 人 が

と て も 多 い 。

　 こ う し た 女 性 の 発 言 を 踏 ま え る と 、 「 地 方 消 滅 」 の 懸

念 を 払 拭 す る に は 、 地 方 に お け る 女 性 の 参 画 を 促 す こ と

が 非 常 に 重 要 で あ る こ と が わ か る 。 地 方 創 生 に 向 け て

様 々 な 施 策 が 展 開 さ れ よ う と し て い る が 、 こ う し た 点 に

は 意 外 に 目 が 向 け ら れ て い な い の で は な い だ ろ う か 。

　 進 学 や 就 労 、 ま た は 活 躍 の 場 を 求 め て 女 性 た ち が 移 動

す る と い う 傾 向 は 、 女 性 の 海 外 転 出 の 動 向 に も 投 影 さ れ

て い る よ う で あ る 。

　 海 外 在 留 邦 人 数 の デ ー タ を み る と 、 大 洋 州 、 北 米 の ア

メ リ カ や カ ナ ダ 、 そ れ か ら 西 ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 に 住 ん で い

る 日 本 人 は 、 圧 倒 的 に 女 性 の 方 が 男 性 よ り 多 い 。 大 洋 州

は オ ー ス ト ラ リ ア 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド の 居 住 者 に つ い て

は 、 女 性 が 男 性 の ２ 倍 に 上 っ て い る 。

　 他 方 、 ア ジ ア や 南 米 、 中 米 、 カ リ ブ 、 東 欧 、 中 東 、 ア

フ リ カ と い っ た 国 々 に 住 ん で い る 日 本 人 は 男 性 の 方 が 多▪
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い 。 単 身 赴 任 の 男 性 が 多 い た め だ と 考 え ら れ る 。 海 外 へ

の 移 動 の 動 向 に は 、 国 に よ っ て 男 女 の 差 が 明 確 に あ る こ

と が わ か る 。

　 以 上 の こ と か ら 言 え る の は 、 第 一 に 、 女 性 の 就 学 や 就

業 の 状 況 が 変 化 す る の と 並 行 し て 女 性 の 転 入 ・ 転 出 に も

変 化 が 起 き て い る こ と で あ る 。 第 二 に 、 女 性 は 、 都 市 部

や 先 進 国 と い っ た 女 性 に と っ て 住 み や す い 地 域 に 移 り 住

み 、 留 ま る 傾 向 が あ る と い う こ と で あ る 。

　 地 域 の 経 済 水 準 と 女 性 の 転 入 、 そ し て ジ ェ ン ダ ー 指 数

に は 相 関 関 係 が あ る こ と か ら 、 女 性 が 集 ま る と 経 済 が 発

展 す る の か 、 経 済 が 発 展 し て い る と こ ろ に 女 性 が 集 ま る

の か は わ か ら な い が 、 地 方 活 性 化 策 を 検 討 す る 際 は 、 男

女 共 同 参 画 の 推 進 の 検 討 が 有 効 な の で は な い か と い う こ

と を 指 摘 し て お き た い 。

　 国 で も 自 治 体 で も 、 地 方 活 性 化 の 方 策 が 検 討 さ れ て 取

り 組 み も 始 ま っ て い る 。 し か し 、 そ う し た 方 策 の な か に 、

地 方 で い か に 女 性 の 活 躍 を 推 進 す る か と い う 計 画 が 盛 り

込 ま れ て い る の か は 疑 問 が 残 る 。 女 性 の 活 躍 推 進 を 図 る

新 法 が ２ ０ １ ５ 年 ８ 月 に 成 立 し た が 、 新 法 は 大 企 業 が 多

い 東 京 の 女 性 を 念 頭 に 置 い て い る の で は な い か と 感 じ る 。

　 自 治 体 に よ る 様 々 な 総 合 計 画 を 見 て も 、 「 女 性 の 活

躍 」 や 「 女 性 の 参 画 」 を 明 確 に 打 ち 出 し た も の は ほ と ん

ど 目 に し な い 。 若 年 女 性 の 動 向 が 地 域 存 続 の 明 暗 を 分 け

る 重 要 課 題 と な っ て い る の だ か ら 、 女 性 に と っ て 住 み 続

け た い 地 域 を ど う 作 る か に つ い て 、 今 こ そ 真 剣 に 検 討 す

る 必 要 が あ る の で は な い か と 考 え る 。	
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